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ATMOSPHERE

地球システム統合モデルにおける陸域生態系炭素循環モデル
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土地利用変化の例

地球システム統合モデルにおける土地利用変化の扱い
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MIROC‐ESMにおける植生炭素の変化（２０００年代から２０９０年代）

土地利用変化シナリオでの
非農業用地の増減
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土地利用変化による
土壌炭素量の変化

CO2/気候の変化による
土壌炭素量の変化

土地利用変化シナリオでの
非農業用地の増減

MIROC‐ESMにおける土壌有機炭素の変化（２０００年代から２０９０年代）
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個体ベースモデルのアップスケーリング
（SAS近似法、AR6に向けて）

植物集団の個体サイズ・齢構造
による近似 （Size and Age 

SASの特徴

計算時間と記憶容量の飛躍的圧縮（従

個体をサイズと
齢ごとに階層化

Structured model, SAS）
個体群動態や生理生態の

SEIBシミュレ ションを

乱数を使わずに安定した計算結果
－ シミュレーションは一回で済む

計算時間と記憶容量の飛躍的圧縮（従
来の１００分の１以下）

齢ごとに階層化

植生動態を偏微分
方程式 表現

SEIBシミュレーションを
数式で表す

回 済
－ 気候モデルとの結合に有効

モデル本来の特徴を損なわず、精度と
速度が同時に向上

方程式で表現
度

－ フィールド・衛星データとの比較に
有効

従来なら数十回の
シミュレーション

結果の平均で推測
した挙動を、

year

した挙動を、
ダイレクトに出力



個体ベースモデルのアップスケーリング
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個体ベースモデルのアップスケーリング
（全球スケールでの感度分析）

現在気候 3ºCの気温上昇, 20%の降水量低下
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全球スケ ルにおける今後の展開 （AR6に向けて）

簡略気候モデル（ＥＭＩＣ T hii i t l 投稿中）との結合により

全球スケールにおける今後の展開 （AR6に向けて）

簡略気候モデル（ＥＭＩＣ,Tachiiri et al., 投稿中）との結合により・・・

様々なアンサンブル実験
生物化学的・社会経済的不確実性の統計解析が可能

古気候に関する長期間の実験
数千年にわたる地表面と気候の相互作用の再現数千年にわたる地表面と気候の相互作用の再現

既存の長期大面積毎木調査デ タを用いた検証既存の長期大面積毎木調査データを用いた検証
例： 寒帯林（カムチャツカ）、亜寒帯林（大雪）、
亜高山帯林（御嶽山）、冷温帯林（大山）、暖温帯林（対馬）


